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Abstract

The blood 81ucose concentration during prolonged running at a speed of 30 m min～ l ill

10 rats was examined  The blood glucose concentration increased during 30 min to l hOur Of

exercise and gradually decreased to exhaustiOn  Large variations in running time to exllalls_

tiOn were found, while the blood glucose concentration at exhaustiOn was almost cOllsistent

about near the level of 60 mg dl-1

From these results, the blood glucose cOncentraion might be a liniting factor for prO_

longed exercise in rats
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1・  研究目的
我々には先に, ヒトを対象に 50%Vcl・maxの

強度で 3時間にわたる自転車作業を行 わせた結

果, 3時間にいたる前に疲労困態に達した被検者
では,血糖値が 60 mg・ dl l以下に低下 している
ことを観察した。。さらに血糖値が凡そ 60 mg・

dl lに 低下すると,ACTH― コルチゾール, 成長
ホルモンが増加するという gluCOSe counter regu‐

latory actionが 運動時でも観察されることを報告

した3)。

ラットを用いた長時間運動の実験ではこのよう

な運動に伴う血糖のタイムコースをみたものは少

ぃ。Cuezennec et a12)は 25m・ min lの 速度でラ

ットに長時間運動を行わせ血糖値ならびにホルモ

ン変化を観察しているが,運動 7時間目でも血糖
値は 90 mg・ dl l以上であり, ヒトのような低下

はみられていない。本研究では 30 momin lの速

度でラットを疲労困懲するまで走行させ,血糖値
の変化について検討を行った。

2. 研究方法
7週令の WLtar系 ラット 20匹 を走行群と安
静群の 2群に分けた。ラットの飲育室は午前 8:

00と 午後 8:00の ライトの点滅で昼夜を逆転さ
せた。走行実験は午前 9:30か ら開始 し,そ れ
までは摂食,飲水は自由にさせた。使用 したラッ
トは全てあらかじめ トレッドミルで走行練習をさ

せておいた。

採血は尾の先端を切除 し,数満の血液を採取し

た後,テープで止血した。血液 は 06Mの 過塩
素酸で除蛋自し,そ の上清液を酵素法で分析 し

た。

疲労困態の時点は,走行中 5～ 6回 にわたる電
気刺激を加えても走行 しなくなる時点とした。

3. 結果と論議

表 1に exhaustlon● meと走行中 1時間おきの

血糖値の平均値を示 した。exhaustion● meには

かなりの個体差が観察された。走行中の血糖値は

30分～ 1時間で高値を示すが, exhausticln時は

平均 73 mg・ dl lに 低下 した。 図 1は血糖値の変

化について個々の変化をみたものである。走行中
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Table L The mean Exhaustion time and the time
course of the levels of blood glucose.

Exhaustion Time (min)

Blood glucose concentration (mg.

t hour of running
2 hou! oI running
at exhaustion

217■ 19

dl l)

89=1 1
150± 3 4

114■ 7 3

73■ 4 1

n=10,Values are mean± SE

:1∞ |
,

寝

Fig. ■  The change of blood glucose conCe‐

ntration during prolonged exercise at

a speed of 30 m・ min~l  Closed circles

show values at exhaustion

の血糖値の変化様式には個体差 が み られ るが ,

exhaustiOn時 は 1匹を除いておよ そ 60 mg/dlに

近い値を示 した。

以上のことか らラットにおいても低い強度での

長時間運動ではヒ トの場合 と同様に血糖値の低下

が作業の limiing factorに なるものと考え られ

る。
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